
第35回ヨーロッパ・キリスト者の集い　エディンバラ大会　第三信 
 

テーマ：キリスト者の変化と成長 
主題聖句：心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい。 

（ローマ書12.2 / 新改訳2017） 

 
 

主の御名を賛美いたします。夏の集いまで半月をきりましたが、 
皆様いかがお過ごしでしょうか。今年の参加者は220名、 

例年より少ない参加者数にはなりますが、 
キリスト者の変化と成長と題したこの集会が 

私たち一人ひとりの信仰生活の起爆剤となるような、 
そんな集会となるように願い、祈っております。 

 
日程　　　　 
2018年8月2日（木）～5日（日） 
 
開催会場　　 
Queen Margaret University Conference Centre　Queen Margaret Dr, Musselburgh EH21 6UU 
 
 
 



 
会場アクセス　 
　　　　　　 
空港から市内まで 
エディンバラ空港から市内へでるためのシャトルバス（Airlink100）にご乗車ください。 
このバスは4.30amから1.00amの間、約10分間隔に発車します。 
ターミナルを出てすぐ目に付くAからHまでバス停のうち、Stance DがAirlink 100 の 
乗車場所です。Airlink100の停留所の左に青いチケットブースがありますので、 
そちらでチケットをご購入ください。チケットは大人片道￡4.50、子供￡2.00 
大人往復￡7.50、子供￡3.00です。Airlink100の往復チケットは日をまたいでも 
使うことができますので、帰路の会場から空港へのバスをお申し込みでない場合は往復で 
お買い求めになることをお勧めします。Airlink100はエディンバラの中央駅である、 
Edinburgh Waverley駅が終点となりますが、集いの会場のあるMusselburgh駅に行くには

Waverley駅で下車されるのが乗り換えなしのスムーズな経路です。 
途中でEdinburgh Haymarket で降りられるとMusselburghまで行くために 
乗換えが必要となりますのでご注意ください。終点までのバス乗車時間は約30分です。 
またエディンバラ空港からトラムでWaverley駅付近まで出ることも可能です。 
トラムの発着場所はターミナルを出て正面左の5という場所となります。 
バス停留所のAよりも奥に進み、ご乗車ください。 
トラムのチケットは発着場所にある券売機で購入いただけます。 
トラムのチケットは片道大人￡6.00、子供￡3.00、往復大人￡8.50、子供￡4.50、 
往復チケットはAirlink100と同じく日をまたいでも使用可能です。 
Waverley駅へ出るのに最寄駅のSt Andrew Squareで下車ください。 
トラムの場合35分から40分の乗車時間となります。 

 
Airlink100終点　　　　　　　　　　　　トラム終点から見える公園 
 
Airlink100の終点からはWaverley駅への入口（写真中央）が見えていますので 
対向車線側へ渡り、スロープを降りて駅構内へお入りください。 
トラムの場合はSt.Andrews Square下車後、公園を背に海を左にして 
右に1分ほど進むとWaverley駅です。 
 
 
 
 



Edinburgh Waverley駅からMusselburgh駅へ 
Musselburgh駅行きの列車のチケットは駅構内でお買い求めください。 
駅構内には2種類の券売機がありますが、どちらもお使いいただけます。 

 
Musselburgh駅行きの列車チケットは片道大人￡2.70、子供￡1.35(7月調べ) 

Waverley駅からMusselburghへの列車の発着所は時間によって異なります。 
駅構内の電光掲示板でプラットフォームをご確認ください。 
乗車時間は約6分、Musselburgh駅から集いの会場までは徒歩2分ほどです。 
 
車での場合 
会場施設へは車でも来ることができます。Newcraighall / Craigmillar 出口とOld Craighall 
Roundabout の間のA1 南方面の細道を通り施設へ入ることができます。 
詳しくはGoogle mapなどでご確認ください。施設内の駐車場は無料でお使いいただけます。 

 
 



受付 
会場に到着された方はまず宿舎でチェックインをお願いいたします。 
チェックイン場所へは別紙にある会場地図の矢印Bから入ることができます。 
チェックインは2日14時から可能です。宿舎でチェックイン後、矢印Aへ進み、 
この建物の3階エレベーター前に設置の受付までお越しください。 
本大会会場の受付には係が17時までおります。 
宿舎へのチェックインは何時でも可能ですが、21時以降になる場合は 
矢印Aから入ってすぐのメインレセプションで鍵を受け取ってください。 
なお、２１時以降に到着予定の方は事前に予定到着時間を実行委員会までご連絡ください。 
 
会計　 
追加支払いや同じ教会の方の返金受取をなさる方は2日の場合受付にて、 
２日以降は3092の本部へお越しください。 
 
宿泊施設について 
宿舎の各部屋にはトイレ、シャワー、シャンプー、石鹸、タオル類が備え付けられています。 
ヘアドライヤーは宿舎の受付にて氏名などの記入後、貸し出すことが可能ですが、数に限りが

ありますので可能な方はご持参ください。なお、スリッパと歯ブラシは備えられていません。 
WIFIは大会会場の建物、宿泊施設ともに全館無料でお使いいただけます。 
なお、施設内のフィットネスセンターをご利用になる場合は別途料金がかかります。 
 
持ち物 
聖書、筆記用具、常備薬（必要のある方） 
ジャケットやスカーフなどの防寒着。 
8月のエディンバラの気温は平均11度から19度とそれほど高くありません。 
雨が降ることも多いため雨具があると便利ですが、風が強く傘は意味のないことも多いため、 
レインコートのような撥水加工のされているフード付きジャケットなどをお持ちになると 
観光の際も便利です。 
 
プログラムの変更について 
プログラムは第二信発行時のものから変更されています。 
それに際し、3日（金）の自由時間に行う観光の出発時間も当初の予定と異なっています。 
観光の出発時間は一斉出発ではなく、グループごととなります。ご了承ください。 
市内観光は実行委員がガイドする市内の主要ポイントのウォーキングツアー1時間、 
そして1時間半程度の自由時間ののちに列車で宿舎にお帰りいただきます。 
最新のプログラムと観光マップは別紙をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 



講演概要　英独同時通訳がすべての礼拝、講演、賛美の夕べ、セッションにつきます。 
 
開会礼拝:主と共に、変化と成長の道へ　バクジェフン師 
キリスト者の信仰における変化と成長とは、イエス･キリストとの関係の問題である。 
詩篇23篇は神様と聖徒の関係、またその関係が深くなる信仰における変化と成長の過程を 
表している。その詩篇をとおして、私たちが求めるべき、神様に向かう信仰における変化と 
それによる成長の内容と意味を分かち合いたい。 
1. 信仰における変化と成長を与える力は、苦しみの中でも主に拠る満足を求め、 
それにおいて揺るがない希望から来る(ヘブル12:1)。主に信頼して希望する信仰から 
離れては、私たちは神様に向かい、イエスに近づいて行く変化と成長は決して経験できない。 
2. 信仰における変化と成長は、勇気ある選択であり、小さな一歩一歩が素晴らしい変化と

成長をもたらす。すべてがある緑の牧場から、死の闇の谷へ、また敵の前に立つ勇気が 
私たちを成長に導く。 
3. 信仰における変化と成長の目的は、常に神様の臨在と恵みの中に留まること。 
イエスを得、神様の家に永遠にいるために、人生のすべてを変化させ、成長する! 
 
講演１:キリスト者の変化と成長の内容、意味、その目的　村岡崇光教授 
昨年の集いでは５００年前の教会の根本的な変化を想いました。 
それは信仰の変化でもありました。私たちの信仰は変わってもよいのでしょうか？　 
よいとしたらどういう風に？　何を根拠として？礼拝の時に朗読する使徒信条も 
改訂してよいのでしょうか？　今ある聖書に書き足したり、 
消したりしする者は呪われる、とあります（黙示２０：１８−１９）。 
しかし、同じ聖書でも解釈は一様ではありませんから、宗教改革後プロテスタント教会には 
無数の教派が出現しました。何十年も親しんでいた聖句も自分が置かれている状況の中で、 
先入観なしにじっくり読んでみると、これまで全く気がつかなかったようなことが 
見えてくることもあります。パウロの時のアテネ人のように 
最新のアップデートでないと気が済まない人もありますが、それはしんどい、という人も 
あります。変化それ自体には価値はありませんが、変わらなければならない、 
神様がそれを求めておられることもあります。 
人間として成長、成熟していくために必要な変化もあります。 
 
講演２:キリスト者の変化と成長の中心、十字架　矢吹博師 
「キリスト者の変化と成長」との集いテーマに基づいて、 
「キリスト者の変化と成長の中心、十字架」として語るようにと仰せつかりました。 
ともに開く聖書は１コリント1章18-25節です。知恵を追い求めるギリシア人の間に 
遣わされたコリント教会は、福音を語らなくなるという危機の中にありました。 
これは、今日の教会が直する問題でもあります。パウロは、教会のいのちを 
奪ってしまう深刻な課題に立ち向かい、十字架のことばを語り続けるようにと勧めます。 
　・十字架のことばは神の力～変化を与える神の力 
　・教会は十字架のことばを宣べ伝える～変化と成長の広がり 
 
 
 
 
 



講演３:キリスト者の変化と成長の原動力、聖霊　川上寧師 
Ⅰ．聖霊、キリスト者を神の思いで満たす神の霊（使徒2章1～4節）  
　a.「聖霊に満たされる」とは（2:1,2,4）  
    b.「聖霊に満たされる」ところ  
 －時（2:1）  
 －場所（2:2）  
 －人（2:4）  
Ⅱ．聖霊、キリスト者に霊の賜物を与える神の霊（Ⅰコリント12章・13章）  
             a.霊の賜物が与えられる理由（12:7）  

 b.霊の賜物が形づくるもの（12:12,27）  
             c.霊の賜物から生まれるもの（12:31,13:13）  
Ⅲ．聖霊、キリスト者を愛の実践へと促す神の霊（ヨハネ13章34～35節）  

 a.新しい掟（13:34）  
 b.教会の存在理由（13:35）  

 
賛美の夕べ:キリスト者の変化と成長と世の文化 内村伸之師 
キリスト者となったものは、どのようにしてその成長を図ることができるだろう か？ 
その一つに、富に対する姿勢と価値観の変化をあげることができる。 キリスト者の成長は、 
受ける側から、与える側へと変遷しているかではかることが できる。 主イエスご自身が、 
『受けるよりも与えるほうが幸いである。』と言われたみこと ばは、世の価値観と 
異なるものである。この言葉を、わたしたちはどれくらい真に 受けて信じ、実践、 
生き方となっているだろうか？このことを、マルコ14：3～11を 開き、 
非常に高価なナルド油の入った石膏のつぼを割った一人の女の姿から紐解いていく。 
 
賛美の夕べ　証　高橋裕子姉 
 
セッション１:SLIM@Israel　&　MilK（バイブルスタディーテキストブック）に関するQ&A 
　　　　　　　財団法人サーバント・リーダーズ・ミニストリー 
 
セッション２:結婚講座　バクジェフン師 
Q&A形式で、恋愛・結婚に関する質問に、主催教会の牧師が答えます。 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



セッション３:John Knoxと彼の生きた時代　小川洋師 
<はじめに>  
<ヨーロッパ宗教改革時代（1500年代）の面子>  
<16世紀のスコットランド：宗教的・政治的背景>  
<スコットランド宗教改革Ⅰ>  
＜スコットランドとイングランドとフランスのせめぎ合い＞  
<スコットランド宗教改革Ⅱ>  
<政治的戦い>  
<まとめ>  
<最後に>  
ノックスの葬儀の辞（スコットランド摂政モルトンによる）  
「いかなる人にも阿（おもね）ることなく、 
いかなる人をも恐れなかった者、ここに眠る」。 
 
セッション４:帰国者支援セミナー　横山基生師、横山好江師 
 
聖日礼拝:キリスト者は完全になることができるのか　川井勝太郎師 
1.人は神なしでは良い方向に変化することは出来ない。  
2.それでは、神の救いと存在があればだれでも良い変化が保障されているか 
3.神によって元々良いものであっても、失敗し役立たずになる現実がある。 
4.その様な時に、誰かが仲介に立ってくれる 
5.神が関心を持ってキリスト者に望まれる時 
6.神の期待に応えるキリスト者として 
 
早天祈祷会　 
（金）みことば　安藤廣之師 
聖書個所：Ⅱテモテ３：１４～１７、使徒の働き２０：３２  
序論：キリスト者の変化と成長に於いて聖書は不可欠である。 
具体的にはどんな役割を果たすのか。（Ⅱテモテ３：１４）  
本論1：聖書は私達に信仰による救いを与える。（Ⅱテモテ３：１５）  
キリスト者の変化をキリスト者への変化ととると、それは罪人がその結果（裁き）から 
救われる事である。聖書はイエス・キリストを信じる信仰による救いを与える。  
２：聖書は神を信じた人を整える。（Ⅱテモテ３：１６～１７）  
キリスト者へと変えられた者は、キリストに似た者へと日々成長していく。 
聖書は成長の為の糧であり羅針盤である。  
３：聖書は私達に御国を継がせる。（使徒の働き２０：３２）  
聖書はキリスト者のゴール、御国へと導く。聖書に導かれて行く人生と 
そうでない人生はその行き先が決定的に異なる。  
結論：聖書こそ私達の道しるべである。生涯を聖書と共に歩んで行きたい 
　　　　　　 
 



（土）祈り　　　淺野康師 
今回の個所では、父なる神はぶどう園の農夫、キリストはぶどうの木、 
信者はぶどうの木の枝に譬えられている。ぶどうの木の枝の存在目的は唯一つ、 
多くの実を結ぶことである。その役目を果たさない枝は何の役にも立たず、 
捨てられるだけである。  
枝と同様に、信者は自分だけでは実を結べない。枝がぶどうの木にとどまって 
初めて実を結ぶように、信者はぶどうの木であるキリストにとどまってこそ、 
多くの実を結ぶ。つまり、信者がキリストとの親しい交わりに生き、 
キリストの戒めを守り、互いに愛し合う時、豊かな実を結ぶ。  
この際、祈りが不可欠な役割を果たす。信者がキリストにとどまり、御言葉の内を歩むなら、

彼の祈りは答えられ、彼は多くの実を結ぶ。この時、彼は喜びで満たされ、 
神は栄光を受けられる。私たちが喜びで満たされ、神の栄光が現わされるため、 
私たちは祈ろうではないか。  
　　　　　　 
（日）礼拝　　　孫信一師  
こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによってあなたがたに勧めます。 
自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさい。 
これこそ、あなたがたのなすべき礼拝です。  
礼拝とは、神を拝むことを言います。人はなぜ神を拝むのでしょうか。 
創造主なる神への畏れから神を拝みます。恵みの神に感謝して神を拝みます。 
救い主なる神の御名をたたえるために神を拝み、礼拝をささげます。  
主の教会は、公同の礼拝として、日曜日に礼拝を守っています。 
共に集い、神の御名をたたえ、感謝と祈りをささげ、神の御言葉に耳を傾け、 
神からの祝福に授かります。 プロテスタント教会の礼拝は、特に御言葉に 
焦点を置くようになりました。御言葉を聞くことが礼拝の中心となっています。 
御言葉には、人を変え、成長させる力があるのは確かです。  
ただし、礼拝で語られた御言葉が肉とならない限り、変化と成長は望めないでありましょう。  
礼拝が信徒に変化と成長をもたらすものであるためには、 
礼拝の本質が「いけにえ」にあったことを思い起こす必要があるのではないでしょうか。  
「自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げる」ことの意味を考えつつ、 
まことの礼拝とは神への献身であり、献身(デボーション)があってこそ 
キリスト者の変化と成長があることを覚え、使徒パウロの奨励を 
共に分かち合うことを願います。  
　 
今年の集いは各講演、聖日礼拝前（開会礼拝を除く）に10分間の賛美の時間、 
ハレルヤタイムを設けます。ハレルヤタイムとは賛美者の呼びかけに 
応えてくださる方が集まり、一緒に賛美を捧げつつ主の御前に出て行く供えの時間です。 
 
賛美・奏楽奉仕者の皆様へ 
持ち物:楽譜を挟む黒いフォルダと各自プリントアウトし製本した楽譜をお持ちください。 
服装は自由です。より心をこめた賛美を主に捧げるため、各自で事前練習をもち、 
ご準備ください。 
 



 
 
幼少科からのお知らせ 
以前メールにて連絡しております内容と変わりはありません。 
・集合時間はプログラム開始の５分前です。お迎えの時間は厳守でお願いします。 
　夜の幼少科プログラムはスケジュール上で21.15終了となっていますが、21.00です。 
　本大会は終了していませんが、21.00にお迎えをお願いします。 
・受付の際に配られるお水のボトルを常にお子さんに持たせてください。 
　空になったら施設の水道や冷水機で各自補給ください。 
・体調が優れない場合はお休みをしてください。その際、幼少科へお知らせください。 
・開会礼拝と主日礼拝は幼少科の子供たちと家族の席を準備していますので、 
　会場前方の幼少科席とある場所にご家族でお座りください。 
　開会礼拝では子供のお話を聞いた後、幼少科の部屋へ子供たちは奉仕者と移動します。 
　主日礼拝は大人と一緒に礼拝を捧げます主日礼拝内で子供たちは特別賛美を捧げます。 
　また献金の用意もできたらと願っています。 
・分級内では作品を作ります。合同のものなので、欲しい方はハサミで切り取り、 
　お持ち帰りください。作品は聖日礼拝まで見えるところに掲示します。 
　（幼少科担当 川上真咲　川井佳代子　矢吹育代） 
 
託児室について　0歳から4歳までの子供のために託児室を用意しました。 
開会礼拝、講演、分かち合いの時、主日礼拝の時間にお子さんを預けていただけます。 
奉仕者の方へは担当から奉仕時間のお知らせメールを送ります。 
（託児室担当　山形澪） 
 
中高科より 
中高科の皆さん　今回は、８カ国から１９名の参加者が、奉仕者も遠くはアメリカから、 
年齢は10代から60代に至るメンバーを主が集めてくださいました。 
「My cross road　私の十字路」を求めて互いに学び、励ましあいし前進ましょう！ 
そのために、是非、お祈りくださいね。 
 
 
・　持ち物　　聖書　筆記用具　皆とシェアしたいお菓子（できれば） 
　　　　　　　活動しやすい服装で　 
・　８月２日到着日夕食　 
　　食事をしながら交わりの時を持つので参加者、奉仕者は、直接、食事会場に 
　　お集まりください。 
・　各スモールグループのリーダーより、参加者皆さんにご挨拶と簡単な問い合わせメールが 
　　届きますので受け取り次第、早々に返信の程よろしくお願いします。 
 
 



 
 
代表者会議 
各教会、集会、団体の代表者の方は代表者会議の出席をお願いします。 
 
早天祈祷会のお祈り課題について 
早天祈祷会で祈るための課題をメールにてお送りいただくようにお知らせいたしましたが、 
あまり祈祷課題が集まっておりません。是非実行委員会までお送りください。 
締め切りは7月25日（水）となります。 
 
アナウンス、物品の販売について 
教会・集会・団体で活動報告アナウンスや販売などをなさりたい場合は事前に実行委員会まで

お知らせください。アナウンスは2日のオリエンテーション時を予定しています 
なお、販売される物品や金銭の管理は実行委員会では行いませんのでご注意ください。 
 
キャンセル料について 
7月14日～7月31日までのキャンセルは90%、31日以降からのキャンセルについては 
返金いたしかねますのでご注意ください。 
 
奉仕について 
まだ以下の奉仕が足りておりません。お手伝いくださる方は実行委員会へご連絡ください。 
・記録用カメラマン 
・本大会会場での音響操作 
・本大会で使用するパワーポイントの作成 
・本大会でのパワーポイント操作 
 
 
集いまで残り少なくなりましたが、皆様の祈りに支えられ 
実行委員会一同準備を進めております。大変感謝です。 
集いで皆様とお会いできますのを心よりお待ち申し上げております。 
主にありて。 

主催:エディンバラ日本語教会 
実行委員長　山形澪 
牧師　バクジェフン 

問い合わせ先:tsudoi2018@gmail.com 
緊急連絡先:+447932049781　山形澪 

（集い開催期間中の8月2日～5日のみ） 
 

mailto:tsudoi2018@gmail.com

